





















三郎の法曹・教育活動を支えた思想的骨格は飯田時代に形成 ていたと見るのが自然」であり、だからこそ 本資料群を翻刻・紹介したと、その理由を述べている。 『専修大学史資料集
　
第八巻』も



















































であったが、永禄一〇年、稲葉山城主・斎藤龍興が信長 敗れた際に、伊那谷に敗走、そして上飯 村に定住した一族であったことがわかる。屋号は「弓矢」 。そして代々、庄屋を務めるほどの家でもあった。しかし本人は「貧乏はつきもので 何れの時代にも、豪農とか、金持とか謂ふべき歴史は無か た」とも述べている。　
今村力三郎（当時は蜂谷であるが、繁雑をさけるために本稿では
今村姓で通す）が、実家の破産のために、親子三人で長野から東京府神田区猿楽町一丁目（元・千代田区）に上京したのは明治一七年（一八八四）四月のことで、一七歳の時であった。父・重蔵は壮年の頃に江戸に住ん いた経験があり、蜂谷家再興がその目的だったという。そして当時、飯田ではこうして没落した人間 江戸に出稼ぎにいくことは珍しいこと はなく、 「江戸稼ぎ」と呼ばれていとも書き記している。　
この猿楽町一丁目時代の蜂谷家は病気になっても薬代すら払えな
いほどの「貧乏のドン底」であったが、懸命に働いた甲斐もあり、貯えもでき、パン屋を開業。ようやく生活も落ち着いたことから、今村は念願 あった陸軍 志願するも体格検査 落第する。この時、父・重蔵が息子の将来について相談 たの 飯田藩で家老を務めていた石沢謹五郎（この時期、小菅にあっ 東京集治監の典獄を務めていた）であった。石沢からはすぐに今村を「押丁」 （旧監獄官制による職名で下級官吏） して採用するという返事があっという。　
結局は、この話を断り、明治一八年に大審院判事・伴正臣の書生















に就任した今村は、積極的に教学・法人の両組織の整備を図る。さらには自宅や別荘を売り払い、そのお金を大学に寄付するなど財政難に苦心する大学のために私財をなげうち、母校 復興に尽力した。現在の文系総合大学・専修大学の基礎 作り上げた人物 一人で、専修大学 とっては著名な卒業生というだけでなく、 「中興祖」にあたる人物なのである。２．専修大学による今村力三郎の顕彰と関係資料の収集　
今村力三郎が、学内において専修大学発展の礎を築いた人物であ


















































大きな影響を与えた 、 「米・繭など物価が下落し 深刻な不
― 77 ―
《研究論文》今村力三郎および蜂谷家と信濃国下伊那郡上飯田村について





















六ヶ村割合高覚 も 庄屋重蔵」の文字がある。これにより少なくとも、元治元年・慶応二年・慶応 ・明治四年は、重蔵が上飯田村の庄屋を務めていたことがわかる。 『羽場曙友会誌』の村役人一覧は、羽場曙友会が所蔵していた資料やこれまでの研究成果を踏まえて作成されたと考えられるが、 う一度、再検討する必要性があるだろう。　
この上飯田村の村政という問題 ついては蜂谷家文書にも関連す







名を差出人とする郡奉行宛ての願書の下書きを史料として、その意義を詳細に論じてい 。その分析内容については本文を見てもらいたいが、この「上飯田村の内分け」を執筆した多和田氏もこの願書下書きに見られる丸山・東野側の「主張が事実かどうか 別ですし、これに対する羽場の側の反論も今のところ見つ っていません」と述べて る。　
この村分けに関連して、蜂谷家文書には「覚書（東野仲山道百姓
出入に付） 」と題された史料が残っている。この史料は宝暦六年七月からこの同七年一一月 この問題がまとま までを日記形式で記したもので、羽場の村役人 ち 集まって協議する様子 知ることができる。しかしこの史料だけでは、個々 詳細な動きを知ることはできるが、この問題の全体像を掴むことができない。 『羽場曙友会誌』 『丸山誌』そして『飯田・上飯田の歴 』に掲載されている宝暦六年の村分け関連史料と付き合わせることで初めて蜂谷家文書収録の史料が歴史的分析を行ううえで役立つの ある。　
詳細は目録を見てもらいたいが、その意味では、そのほかの史料











































人の呼称は廃止され、戸長・副戸長と呼ばれることとなる。重蔵は、上飯田村羽場地域における最後の庄屋を務めた人物であった。このように蜂谷家が、幕末から明治初期にかけて庄屋として上飯田村の村政を担ったことは間違いない。であるならば、なぜ蜂谷家が幕末になって、庄屋を務める家になったのかを明ら にすることで、 維新期の上飯田村の一つの側面を見 ことができう のではないだろうか。５．近代における今村力三郎と 地域との繋がり　
最後に今村力三郎および蜂谷家と飯田地域における明治期以降の


















あり、その名前は新聞紙上にもたびたび登場するほど著名な人物であった。こ ような今村 奉仕活動 、地域 人々は知っていたのか。また知っていたならばど よう 感じ いた か。地域新聞である『信濃毎日新聞』などから今村に関する記事を拾い上げる作業も今後の必須な課題と考えている。　
飯田地域が多くの「偉人」を生んだことについては、田中芳男没










蜂谷力三郎としての事蹟 ある。幼年期にどこの学校に学んだのか、どのような教育を受け、どのように思想を形成していったのかについての研究は い。今村自身も上京後のことは話し るが、それ以前のことについてはほとんど何 語っていない。　
蜂谷家および蜂谷力三郎時代の事蹟を解明することは、専修大学
に学んだ一学生の歴史を解明すると同時に上飯田地域 歴史 解明することにも繋がる。そ ために必要なことは、これまで専修大学が所蔵していた今村力三郎に関する資料群の目録を整備し、きちんと公開していくことである。これまで飯田地域 歴史研究に蜂谷家文書が利用されてこなかったと うことは、蜂谷家文書の存在を知る方がいなかったということであり、 れはこの文書を所蔵してい
た専修大学の責任でもある。だからこそ本稿では蜂谷家文書に焦点をあて、活用の試論を述べてみた。　
近年、著名な創立者を持つ早稲田大学や慶応義塾大学以外の大学


































関する資料も掲載されている。3矢野建一「蜂谷家文書の翻刻と調査・研究（一） 」 （ 『専修大学今村法律研究室報
　
第二九号』一九九七） 、矢野建一・辻達也「蜂

































































































整理番号 表題(内容) 差出 受取 年代
















Ⅰ-５ 上飯田村永流引帳 杉本八郎兵衛等 上飯田村 享保14年9月











Ⅰ-１７ 亥年役米割帳 蜂谷市右衛門 享和3年12月16日
Ⅰ-１８ 殿様御入城ニ付献上銭幷新町籾蔵囲杭上郷割合帳 弘化4年6月




Ⅰ-２３ 殿様大坂表御警衛ニ付御用金取集帳 (重蔵) 慶応2年7月
Ⅰ-２４ 上飯田村重蔵下卯御物成請払通 慶応3年11月
Ⅰ-２５ 乍恐奉願上候口上書之事(夫役伝馬役御用金賦課に付嘆願書) 上郷村々庄屋 御上様 慶応4年1月
Ⅰ-２６ 江戸夫拾四人･京夫拾人･惣代日掛り割合帳 慶応4年2月
Ⅰ-２７ 京夫拾人･江戸夫拾四人･惣代日掛り割合帳 慶応4年2月







Ⅱ-４ 諸願書扣帳 庄屋蜂谷重蔵 明治4年9月
Ⅱ-５ 役米割附帳 明治4年12月
Ⅱ-６ 初御上納金取集帳 蜂谷重蔵 明治5年10月
Ⅱ-７ 落木運上割合帳 明治5年6月
Ⅱ-８ 詔書写(太陽暦御布令書) 明治5年11月
Ⅱ-９ 租税三納収納金帳 蜂谷重蔵 明治6年3月11日
Ⅲ-１ (菓子代ほか金銭出納簿) (明治32年)
Ⅲ-２ 払物人名書抜帳 蜂谷重蔵 明治33年8月22日
















整理番号 表題(内容) 差出 受取 年代
Ⅲ-１２ 従明治廿九年一月 日記出入帳(人足金銭出納ほか覚) 蜂谷 明治29年1月
Ⅲ-１３-１ 松川入山名所付





Ⅲ-１８ 県道修繕出納簿 蜂谷重蔵 明治30年1月
Ⅲ-１９ 地代受取証 (大正10年10月13日～昭和7年2月20日)





Ⅳ-１ 昭和十五年一月吉日 精米通 米穀問屋精米業立川長太郎商店 今村様
(昭和15年1月17日～10
月21日)
Ⅳ-２ 大正十年十一月吉日 蒔絵之通(金15円受取) 外谷得春 大正10年11月19日
Ⅳ-３ 通(北海炭鉱株ほか株式売買につき覚) 滝鼻様 (明治40年)
Ⅳ-４ 昭和八年五月吉日 精米通 米穀問屋精米業立川長太郎商店 今村様
(昭和8年5月14日～昭
和9年8月20日)





Ⅳ-６ 明治廿七年九月七日起 屋根瓦代金幷ニ運賃扣 今村
(明治27年9月7日～10
月25日)
Ⅳ-７ 明治廿七年八月四日 手間代受取之通 奥村亀太郎 今村殿 (明治27年8月4日～12月30日)
Ⅳ-８-１ 明治廿五年第拾月吉日 荷物引合通 川仁商店 明治堂様 (明治25年11月11日～12月30日)




Ⅳ-１１-２ 記(畳代ほか〆金47円13銭の旨) 中島定四郎 今村力三郎様 6月27日
Ⅳ-１２ 白米通 万や 今村様 (明治26年6月19日～明治27年5月31日)
Ⅳ-１３ (嶽野代次郎もなか代ほか覚) (2月～4月14日)
Ⅳ-１４ 金銭記帳 明治堂支店 (明治25年9月26日～明治26年3月25日)








Ⅳ-１７ 明治廿二年丑一月吉日 精名之通(小豆ほか覚) 越後屋藤吉㊞ 明治堂様
(明治22年1月2日～12
月25日)
Ⅳ-１８ 明治廿五年辰一月吉日 引合(メリケン代ほか覚) 越後屋藤吉㊞ 明治堂様
(明治25年1月2日～明
治26年6月30日)
Ⅳ-１９ 明治二十二年丑十月ヨリ 薪炭通 島田為助 蜂谷様 (明治22年10月1日～明治23年1月7日)
Ⅳ-２０ 白紙(43枚)
Ⅳ-２１ (御上納米皆済につきほか覚)
Ⅳ-２２ 明治廿六年巳一月吉日 荷物引合通 北田商廛 明治堂様 (明治26年1月2日～明治27年2月28日)
Ⅳ-２３ 明治廿一年子一月吉日 粉名之通 越後屋藤吉㊞ 明治堂様 (明治21年1月2日～明治22年1月2日)
逬
